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 キャッシュ・フローの下方耐性：中経3年間のRecurring Free CF見通し9,500億～1兆円

 更なる収益力の底上げ

（１）資源・エネルギー： 現下の市場環境を好機と捉え、優良資産買収とコスト削減を追求

（２）強みの領域： “利益積み上げ型”事業の拡充

（３）開拓領域： 既存知見を活用できる分野領域へのリソース集中とモデルの新興市場展開

（４）課題資産への迅速な対応と、連結グループ全体でのオペレーション効率化

①収益力の下方耐性強化と底上げ

低商品価格サイクル下における経営の重点施策

②投資規律の徹底

③基礎営業キャッシュ・フローを重視した株主還元



Recurring Free CFの見通し
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◆ キャッシュ創出力（Recurring Free CF）は一定の下方耐性を維持

• 3年間累計のRFCF見通し： 9,500億～1兆円

• 但し、足元の市況低迷は営業CFの下押し圧力

① 収益力の下方耐性強化と底上げ

（億円）



 優良資産買収、パートナーとの資産組換えを積極的に追求

（豪Kipperガス田等）

 オペレーション効率化（採掘エンジニアリング）とコスト削減を通じた競争力の更なる向上

 開発中の重要案件の早期完遂

（モザンビーク（ガス・石炭）、イタリア（原油）、豪（ガス・原油）等）

 安定的収益源となる周辺のインフラ事業への取組

（豪Cape Lambert港、米Cameron LNG等）

 鉄鉱石事業とガス事業に相対的な優先度

「生産量」「埋蔵量」「コスト競争力」三位一体の強化を通じたUpside Potentialの極大化
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（１）資源・エネルギー：現下の市場環境を好機と捉え、優良資産買収とコスト削減を追求

① 収益力の下方耐性強化と底上げ
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攻め筋 強みの領域 今後の積み上げ事例

ハイドロカーボン・
チェーン

原料安（シェール等）・製品需要堅調
の米国化学品領域

• 米メタノール製造：17/3期より通年収益貢献
• 米タンク・ターミナル事業の拡張（Phase-I：17/3期、Phase-II ：18/3期
より通年収益貢献）

• 米アクリル樹脂原料（MMAモノマー）製造

モビリティ 米州を中心に堅調な自動車販売・部
品・素材並びに商業輸送領域

• 好調な北米自動車販売（PAG）に加え、トラックリース事業が17/3期
より通年収益貢献

• 米州自動車部品製造事業（Gestamp）の成長
• 軽量化等に対応する自動車向け素材事業の強化
• 伯一般貨物鉄道事業（VLI）のvalue-upプラン実行

インフラ 安定的キャッシュ収入を生むインフ
ラ事業群の拡張

• 資源・エネルギー基礎産業：伯ガス配給 17/3期より追加取得資産
の収益貢献開始、米Cameron LNG 19/3期完工

• 電力：伯水力 17/3期全完工、オマーン 18/3期完工、モロッコ 19/3
期完工、タイ、マレーシア、オマーン 20/3期完工

• 物流：インドネシア・コンテナターミナル 17/3期完工、伯VLIサントス
港 18/3期完工

• 海洋： FPSO 18/3期迄に新たに3隻が収益貢献開始

食糧と農業 市場プレゼンスを活かした事業拡張 • 米Novus（飼料添加物）：製造能力の拡張計画、新規商品導入
• 米Ventura（油脂加工品）：他社買収が17/3期より収益貢献
• 農業資材：米Kocide（銅殺菌剤）の利益貢献等欧米農薬販売拡大

メディカル・ヘルス
ケア

病院ネットワークを核とした周辺事
業展開と、製薬支援

• IHHのM&A等による事業規模・地域の拡大
• MIMSを基軸にした先進国成功モデルのアジア展開
• 製薬企業からのアウトソース受託事業拡大
• ヘルスケア人材派遣事業拡大

① 収益力の下方耐性強化と底上げ

（2）強みの領域における“利益積み上げ型”事業の拡充



① 収益力の下方耐性強化と底上げ

 イノベーションへの継続的な挑戦と課題資
産への迅速な対応

①高速通信事業

・インドネシア PT Internux、サブサハラアフリカ Afrimax
② TV Shopping事業

・ QVC ジャパン、中国 CCTV Shopping、インド Naaptol
③ IoT・高度データ解析・予測

・加 Farmers Edge
・ シンガポール Crayon Data、英Black Swan
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（3） 開拓領域： 既存の知見を利用できる分野へのリソース集中と、モデルの新興市場展開

（4） 課題資産への迅速な対応と、連結グループ全体でのオペレーション効率化

・ Multigrain事業（パートナー招聘を含む根本的な事業の再構築）

・ カセロネス銅事業（操業率向上）

・生産性向上の為の働き方改革（モバイルワーク、時間単位の年次有給休暇等）

※社内オープンイノベーションを目的とした新事業創出プログラム「Karugamo Works」
・ 米 Hampton Creek（植物卵食品ベンチャー）、 日アクセルスペース（超小型衛星開発）



 高付加価値案件を優先

 投資タイミングの見直し

 コスト・デフレーションの積極的な取り込み

 実現価値を踏まえた資産売却・組み換え
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② 投資規律の徹底
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③ 基礎営業キャッシュ・フローを重視した株主還元

（見通し）

（円/株）

（予定）

（見通し）（円/株）

（億円）
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